
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

へ コ ア　 ユ 　 の 　幼 期

内　 田　惠　太 　耶

朝 鮮 總 督 府 水 産 試 驗 揚

蕊
，
3ヶ

e

　
ヘ コ ア ユ 科 （］entrisc ・idRe の 魚は，牛鰓魚類中で も特 に奇妙な形をな し，且習性 も變 つ て ゐ

る もの で あるが ，その 生活史に 閣 して は知 られ て ゐ る處が甚だ少 い ．筆者は昭和 2 年 （1927）

7 月 2s 日奄美大 島古仁 屋附近 の 海岸 で
，

ヘ コ ア ユ 加 o簡 創 蜊 吻 「τtYS （礎 NTHER ）と思 はれ る

全 長 それ ぞれ 7．5，9．2 及 び 11．O　mln ．の 幼期の 魚 3 尾 を探集 した。 こ M で そ の與味 あ る點 を

摘記す るc

　こ の 科 の 魚 は皆熱帶性 で 1
ヘ コ ア ユ は琉球方面 に は 稀で な い 。ヘ コ ア ユ の 成魚は ， 全長

1δOmm ．内外 に 達 し ，　 Fig．1 の や うな外形 をな し，髓 の 表 面 は ，
ク ル マ エ ビ 類 の 甲を思 は

せ る 薄 い 滑 らかな 殆 ど透明な外甲で 掩はれ，體 は側篇 し て薄 く， 腹線は 刄 牀 をな し， 全 體
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Fig 、1　
ヘコ アユ

　Aeol
’iscus　Strigatus（GthNTHER）

　　成魚 ， 琉球産 fJOR 〕：｝ムN ＆　STARKS原 圖 。

が剃 刀形 をな して ゐ る。吻は管歌に 延 び 、 尾部は萎縮し て 腹方 に曲 り，尾鰭 ， 第 2 背鰭 及び臀

鰭 は皆斜め腹方 に 向 き，その 背方 に 體の 背面外 甲の 一部が 長 く後方 に 延 び て ， そ の 先 に 一棘

を具 へ

， 實際上 の 體の 最後端 をな して ゐ る。

　
ヘ コ ア ユ 類の 水 中に ある姿勢に 就 て は， 或は頭 を上 に して 直立 する と V ・ひ

u
， 或 は普通 の

魚 の や うに 水 平 の 位置 を保 つ と い ひ
！）

， 更 に また頭 を下 に して 倒立 し て ゐ る と い はれて ゐ る

が ， 少 くと も常時は 頭 を下 に し て 倒 立 し， 前進 す る と き も殆 どそ の ま S の 姿勢 を保 っ や うで

ある。尾部 の 特殊な 曲 り方 か ら もさ う考 へ られ る。

　1）　IVILI・EY
・
ARTHuR 　IEO2 　Cb 【itribution 　to　the 　iiatural 　history　ef　the 　pearly　nautilus ．　1．

P ・・s … 1　 Har ・ative
・
・pt，・・i・（・Amp ・h’i・ile　sirigat ・・− P・718・直端 泳 の 鬪 あ り，こ の 圖は 諸 諏 ・ 轉 載 され て

ゐ る ）。

　
2）　

WEBER ＆ BEAuFoRr　1922　The 　fis1ies　of 　tbe 　Indo ・Australimi　Archipelage ，　IV
，
　p．　IS．
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　幼期 i） 全長 7，5mm ．（Figs．2a
，
b ）體の 概形は成魚に 比 して著 しく短 か く， 且體の 表

面に骨質の 複雜な隆起胝が著 し く發達 し， 吻はなほ短か く， 且 口 は上 を向 い て 口 盪 に 特殊な

襞 を作 る．頭の 形 と體面に發達 した隆起脹 とは，タ ツ ノ オ ト シ ゴ Hippocampus 殊 に その幼

期 の 形 を想起 させ る もの が ある
。 第 1背鰭は最前部の 棘 の みが 現はれ，第 2 背鰭 に は 9軟條

a

b

一

Fig．2　a
， 杢 長 7，51mn ，　 b

， 體 前 牛 り 背面 圖。

　 　　 　　 横線は 實 長 を示 す。

　　　CRmera 　lucida使 用
丿 筆者齧 o

臀鰭 に も9 軟條が 現は れ て ゐ る

が ，これ らは なほ完成せ す 、 尾

鰭 に は 12 軟條が 現 はれ て ゐ る。

背鰭 臀鰭及 び 尾鰭の 位置 は ， 殆

ど常態で ある が ，注意 して 見 る

ときは ， 第 2 背鰭 はや N 後方 に

移 D，尾鰭 は わ つ か に 下 tc屈 し

て ゐ る。胸鰭は よ く發逹 し ，腹鰭

はなほ原基歌，色彩 は杢體 と し

て 濃褐色 J 吻側 よ り眼窩を越え

て後方 に縱 走する黒 線が あ り，

こ れは 更 に 體側や N 上方 を後走 して 尾柄部 に 入 る
。 胸鰭基底の 後方 に も縦走 す る 1 黒線が あ

る 。

　ii） 全 長 1LOmm ．（Fig．3）大艦 前時 期 と變 らない や うで ある が ，仔細 に 見 る と き は
， 體

形上 重要 な變 化が 起 りつ N あ る の が わか る。皀卩ち體は全軆 と し て長 くな り， 殊 に 頭部吻部 に

　 　 　 　 　 　

Fig．3 杢 長 11．0　llコm ．横線 は 實長 を示 す 。

　 　 Camera 　lucida使 用 ， 筆者齧 。

於 て 著 しく，こ れ，とと も

に體 の 垂直軸が後方 に 倒

された や うに，背鰭 は後

方 に 移 り， 第 2 背鰭 は明

らか に臀鰭 よ り も
1
後：右に

あ り， 尾鰭は一屠下方 に

向 く。體表面の 隆起脈は

前時期 と te　S’等 しい が ， 脈 はや 1低 く，基 底は廣 くなつ て ゐ るe 恐 ら く威長 に 從ひ 更 に脹が

低 く基 底が 廣が つ て ， 成魚 に見 るや うな滑 らか な外甲を形成す る の で あ らう。色彩 も大體變

りな V・が ，體の 側 下部 に 多少黒線が増加 して ゐ る。

　全長 92mm ．の もの で は
・i），

　ii）の 中聞の 形が 見 られ る。

　 こ の 幼期 と域魚 との 形を比較す る に
， 成魚に俘ひ

， 恰 も， 吻端 と第 1背鰭前部の棘 とを兩

手 に つ まん で
， 前後 に 引延 した や うな形 に變形 し て ゆ く。 更 に面白V ・ こ と は ，幼期 に 於 て は，
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體側 を縱走す る黒線の 後端はなほ殆 ど常形の 尾柄部の 側iilC入 つ て ゐ る が ， 尾部 が 著 し く下

向き に 曲つ て ゐ る成魚で は ，こ の 黒線は そ の ま S 水雫 の 位置 を保つ て ゐ る の で
， 丁 度體 の 尾

部が黒線か ら抜 け出 して 下 に 曲つ た や うな觀を呈 す る t

　筆者 は上 記 3 尾 の 幼魚を ， 海岸の 岩礁鬨 の 淺所 で 發見 した が ，最初 は 水 申に 小 さな黒 い 塵

の や うな もの が 懸つ て ゐ る と思 つ た。注意 して 見 る とそれが 小魚で ，頭 を下 に して 水 中に圃

立諏止 して ゐ るの で あつ た ，
こ れを翻 か に 櫨綱 で 逍ふ と，頭部 をや X 前方 に して

， 倒立 の 姿

勢 の ま N で 前進 した。成魚が 倒立 の 姿勢の ま X ，背面 を前 eC 向 け て前進出來 る こ とは ， 尾部

が腹面 の 方に 曲つ て ゐ る こ とか ら嘗然諒解出來 るが ，幼期 の 尾部 の まだ 殆 ど曲つ て ゐ な い 時

期 に
， 甑 に 倒立前進 の 習性が 現はれ て ゐ る こ とは 注意す べ き で あ る。即ち，こ yc 於 て も形

態一ltの 變化 に 先立 つ て 醜 に 習性上 の 變 1ヒが 現 ぽ れ て しま つ て ゐ る の を見 る の で あ る。
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